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国 語 科 学 習 指 導 案 
指導者 広島市立〇〇小学校 

教諭 〇〇 〇〇  
１ 日  時    令和３年〇月〇日（〇）～ 令和３年〇月〇日（〇） 
 
２ 学年・組    第６学年〇組 
 
３ 単 元 名    書き表し方を工夫して，経験と考えを伝えよう「大切にしたい言葉」 
 
４ 単元の目標 
⑴ 語感や言葉の使い方に対する感覚を意識して，語や語句を使うことができる。 

〔知識及び技能〕⑴オ 
⑵ 文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整えることができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕Ｂ⑴オ 
 ⑶ 言葉がもつよさを認識するとともに，国語の大切さを自覚して思いや考えを伝え合おうとする。 

「学びに向かう力，人間性等」 
 
５ 単元で取り上げる言語活動 
  座右の銘を選んで自分の経験と結び付け，卒業文集に載せる文章を書く活動（関連：〔思考力，判断
力，表現力等〕Ｂ⑵ウ） 

 
６ 単元の評価規準とめざす児童の具体的な姿 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
○ 語感や言葉の使い方に対す
る感覚を意識して，語や語句
を使っている。（⑴オ） 

○ 「書くこと」において，文
章全体の構成や書き表し方な
どに着目して，文や文章を整
えている。（Ｂ⑴オ） 

○ 粘り強く，文章の書き表し方
に着目して文を整え，学習の見
通しをもって，事実や経験を基
に自分の考え等をまとめた文章
を書こうとしている。 

○ 目的や意図に応じた表現に
なるよう，語や語句を吟味し
て使っている。 

○ 座右の銘を紹介する随筆を
書く際，目的や意図に応じた
適切な表現となっているかを
吟味し，文や文章を書き直し
ている。 

○ 座右の銘を紹介する文章を書
く際に，自分の経験を想起しな
がら内容を考え，目的や意図に
応じた表現になっているかを粘
り強く吟味して文章を書き直そ
うとしている。 

 
７ 単元に関して 
⑴ 児童観 

 
 

 
（略） 
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⑵ 教材観 
 本教材では，いつも身近において自分を励ましたり，自分の目標としたりする言葉である座右の銘
を，「大切にしたい言葉」として紹介する文章を書く。座右の銘を決め，紹介するためには，出来事や
経験を自分なりに解釈し，その経験と選んだ言葉とを関係付けて意味付けることが必要である。本教
材は，これまで過去の出来事や経験を自分なりに捉え直す機会の少なかった児童に，言葉を通して物
事を見つめることや，自分の考えを言語化すること，その表現を吟味することに適している。 
また，本単元では，「座右の銘を選んで自分の経験と結び付け，卒業文集に載せる文章を書く活動」

を言語活動として設定する。児童はこれまでに，生活作文，観察記録文，手紙，紹介文，報告文，ポ
スター，物語，詩，俳句などの様々な形式の文章や詩歌を書く活動を行っているが，随筆を書くこと
は初めてである。 
随筆は，身近な出来事や経験を振り返り，その時の自分の思いを見つめ直して表現する文種であり，

児童は自分の伝えたい思い（意図）を自覚しやすい。そのため，意図が伝わる言葉を吟味していく活
動を十分行うことで，目的や意図に応じて適切な表現に書き直す力を育成することができる。推敲過
程で伝えたいことに適した表現になるよう言葉にこだわって吟味する活動を行うことは，語感や言葉
の使い方に対する感覚を鋭敏にし，活用語彙を拡充することにもつながっていくと考える。 

 
⑶ 指導観 
 目的や意図に応じて，文章全体の構成や書き表し方などに着目して，文や文章を整える力を育成す
るために，本単元では以下の工夫を行う。 

 
① 「表現と意図ぴったりシート」の開発と活用 

自身のこれまでの指導では，文章を書き始める前に，目的や意図を明確
にするように指導していたものの，推敲の際には，その目的や意図に立ち
返ることなく，完成した文章の誤字・脱字や文法的な誤りを確認するばか
りで，児童の記述が当初の目的や意図に正対しないことが多くあった。 
そこで本単元では，内田（1999）の，「表現したかった『意図』は，構成

を考える段階よりも，推敲場面でこそ明確になる」との論に基づき，推敲
場面において，書き手が記述時にもっていた考え（意図）と，実際に書い
た下書きや清書の記述（表現）を比較し，改めて目的や意図を確かめて修
正することのできる「表現と意図ぴったりシート」を開発し，活用する。 
また，個人での推敲に加え，児童の相互推敲を行い，書き手の意図が伝

わる表現になっているかどうかを観点に助言し合うことで，相手意識をも
って文章を書き直す力の育成を図る。 

 
② 「表現と意図の調整」を促す観点の提示 

自身のこれまでの実践では，児童が推敲をする際の観点を提示していなかったため，児童は何を
見直せばよいか分からず，その推敲が誤字・脱字の確認にとどまり，表現の妥当性の吟味やよりよ
い表現の検討が十分に行われていなかった。 
そこで本単元では，自分の文章を意識的に読み返すことができるように，児童に推敲の観点を提

示する。表現と意図の調整に必要な観点として，内田（1999）を参考に以下の三点にまとめた。 
・ 自分の意図が相手に「より正しく」伝わる表現の工夫はないか（命題の言語化） 
・ 自分の意図が相手に「より分かりやすく」伝わる表現の工夫はないか（読み手の意識化） 
・ 自分の意図が相手に「より強く」伝わる表現の工夫はないか（修辞的工夫） 
指導に当たっては，推敲の観点と直し方の具体を示したワークシートを児童に配付して共有する

ほか，教師が提示したモデル文を学級全体で書き直す活動を取り入れ，どのように修正するのかを
確かめることによって，児童が意識的に表現と意図の関係に着目し書き直すことを促す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意図を記入 

下書きを記入 

書き直した言葉を

記入 

表現と意図ぴったりシート 
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８ 単元の学習と評価の計画（全９時間） 

次 時 学習活動 評価規準・評価方法 

一 １ 〇 学習の見通しをもち，必要な情報を集める。 
 ・ 例文を比較し，随筆の特徴を捉える。 
 ・ 座右の銘を紹介する随筆を書き，自分の考え

を伝えるという学習課題を確認する。 
 ・ 座右の銘にしたい言葉を探す。 

 

二 ２ 〇 座右の銘にしたい言葉を決め，選んだ言葉と結
び付く経験や感じたことを整理する。 

 ・ 本単元で付けたい力を確認する。 
 ・ 座右の銘と関連付けられる経験を想起する。 
 ・ 座右の銘を通して伝えたい考えや思いをまと

める。 

 
 
 
 

 ３ 〇 文章全体の構成を考える。 
・ モデル文を提示し，基本的な構成を確認する。 
・ 目的や意図を確かめ，構成メモを作成する。 
 

 ★ 
４・５ 

〇 下書きを書く。（推敲①） 
・ 構成メモを基に「表現と意図ぴったりシート」
に下書きを書く。 

・ 「表現と意図ぴったりシート」で，下書き記
述時の意図を振り返る。 

 ★ 
６ 

〇 下書きを推敲する。（推敲②） 
・ モデル文を示し，推敲の観点を基に全体で推
敲をする。 

・ 推敲の観点を基に，「表現と意図ぴったりシー
ト」に書いた自分の意図と実際に書いた表現の
関係を確かめ，下書きを書き直す。 

 ★ 
７ 

〇 下書きを友達と相互に読み合い，助言し合う。
（推敲③） 
・ 観点に沿ってグループで推敲し，文章を書き
直す。 

 
 ★ 

８ 
〇 下書きを清書する。（推敲④） 
・ 「表現と意図ぴったりシート」で，改めて意

図と表現の関係を確かめ，清書する。 
 

三 ９ 〇 読み合って感想を伝える。 
・ 作品を読み合い，友達のものの見方や考え方
についての感想を付箋に書いて伝え合う。 

・ 単元を振り返る。 

 
 
 
 

※ ★は研究の手立ての有効性を検証するための時間である（下線は手立てとなる活動）。 
 
 
＜参考文献＞ 
・ 内田伸子『発達心理学』岩波書店，1999年 

 
 

【知識・技能】 

作文の記述 

・ 語感や言葉の使い方に対する感覚

を意識して，適切な語や語句を使っ

ている。 

【思考・判断・表現】 

作文の記述 

・ 目的や意図に応じた適切な表現と

なっているかを吟味し，文や文章を

書き直している。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

振り返りの記述 

・ 座右の銘を紹介する文章を書く際

に，目的や意図に応じた表現になっ

ているかを粘り強く吟味し，文章を

書き直そうとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

観察，発言，振り返りの記述 

・ 座右の銘にしたい言葉と自分の経

験や考えを結び付けようとしてい

る。 
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〈第１時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 随筆の特徴を捉え，「座右の銘にしたい言葉を選び，自分の経験と結び付けて随筆に書いて伝え

る」という学習の見通しをもつことができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

※ 本時は，⑴カに基づいて学習状況を捉え指導を行うが，単元の目標としていないことから，本単

元の評価には含めない。 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

知識及び技能 随筆の特徴を説明するこ

とができている。 

随筆の特徴について，「出来事や経験」「意見

や感想」「自分なりの見方や考え方」をキーワー

ドにして説明している。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ これまでに出会った印象

的な言葉を想起して交流す

る。 

・ 本で，「今日できることを明日に延

ばすな」という言葉を見た。 

・ 母から，「まちがいが大切」といつ

も言われている。 

 

 

２ 単元の学習課題を確認す

る。 

学習課題 

座右の銘をテーマとしたず

い筆を書き，自分の考えや思

いを読む人に伝えよう。 

 

３ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

４ 二つの参考作品を読み，

随筆の特徴を捉える。 

 ① 二つの参考作品に共通

する構成を整理する。 

・ はじめに，座右の銘が出てくる。 

・ どちらも経験が書いてある。 

・ その時に思ったことが書いてあ

る。 

・ 座右の銘と出会って，自分の考え

方が変わっている。 

 

 

〇 児童の本単元への意欲を高めるため，で

きるだけ児童自身から「印象的な言葉」に

ついて発表させるようにする。 

〇 肯定的な発言を促すため，傷ついた言葉

や嫌だと感じる言葉についての発表が出

たら，単元名が「大切にしたい言葉」であ

ることを伝えたり，前向きになれた言葉を

発表することを伝えたりする。 

 

〇 相手意識や目的意識を高めるために，完

成した文章をまとめてクラス文集を作成

すること（卒業文集に活用すること）を伝

える。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 本単元で扱う随筆の基本的な組み立て

を捉えられるよう，二つの作品に共通する

構成について気付いたことを発表させる。 

〇 児童の発表に内容と感想が混在してい

る場合には，両者を分類して板書する。 

〇 二つの作品の共通点を確認することを

通して，本単元における随筆では，「座右の

銘」「出来事や経験」「感想や意見」「自分な

りの見方や考え方」を内容とすることを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ずい筆の特徴を知り，学習の見通しをもとう。 
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② 随筆を書くことのよさ

を捉える。 

・ 経験が詳しく書いてあると，その

人らしさが伝わってくる。 

・ 自分だけの経験や感想があると説

得力が増す。 

・ 座右の銘を選んだ理由を読んで，

自分も同じ気持ちになった。 

 

 

 

 

 

 

５ 座右の銘にしたい言葉

を，思い出したり調べたり

する。 

・ 先生から，「自信をもって」と言わ

れたことがある。 

・ イチローが，「小さいことを積み重

ねるのが，とんでもないところへ行

くただひとつの道だと思っていま

す。」と言っていたのをテレビで観た

ことがある。 

 

 

 

 

 

６ 見付けた言葉を「大切に

したい言葉カード」に記入

し，全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

７ 本時の学習を振り返りカ

ードに記入する。 

〇 ①の内容から，その構成で随筆を書くこ

とのよさについて交流し，随筆の特徴とし

てまとめ明示する。その際，「出来事や経

験」「感想や意見」「自分なりの見方や考え

方」が「読み手に『その人らしさ』を伝え

る」という目的に深く関わることを強調す

る。 

Ｃ：随筆のよさやおもしろさをイメージしに

くい児童には，「座右の銘を書くことで何

が伝わりやすくなるのか」，「経験を書かな

かったら読み手の感じ方はどう変わるか」

等，視点を具体化，焦点化して考えるよう

促す。 

 

〇 選択の幅を広げられるよう，自分の好き

な有名人の言葉や，「かっこいい」と思った

言葉なども候補に挙げてよいことを伝え，

様々な言葉を集めさせる。 

〇 書籍だけではなく，家族や友達から言わ

れた言葉でもよいことを伝える。 

〇 「名言」を集めた書籍や「随筆・エッセ

イ集」を教室に置き，学級文庫として日常

的に児童が読める環境を整える。大切にし

たい言葉を選ぶときや，随筆の書き方を学

ぶときに活用する。 

Ｃ：なかなか見つけられない児童には，「名言

集」を一覧にした資料を用意し，その中か

ら選ぶよう支援する。 

 

〇 学級全体で座右の銘にしたい言葉を共

有するため，座右の銘にしたい言葉を見付

けたら，「大切にしたい言葉カード」に記入

し，模造紙に貼り付けて掲示する。 

○ 「大切にしたい言葉カード」に，「どんな

自分に伝えたい言葉か？」を考える欄を設

け，自分の経験と言葉を結び付けて考える

ことを意識付ける。 

 

〇 第２時までに一週間程度時間を取り，座

右の銘にしたい言葉を見付けるための取

材活動を十分に行えるよう配慮する。 

 

〔知識・技能〕 

Ｂ：随筆の特徴につい

て，「出来事や経験」

「感想や意見」「自分

なりの見方や考え

方」をキーワードに

して説明することが

できる。（発表，行動

観察，振り返りカー

ドの記述） 
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板
書
計
画 

第
一
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                       

大
切
に
し
た
い
言
葉 

 

め
あ
て 

 
 

 
 

ず
い
筆
の
特
徴
を
知
り
，
学
習
の
見
通
し
を
も
と
う
。 

  

ず
い
筆
の
特
徴 

 

（
共
通
す
る
内
容
） 

・ 

は
じ
め
に
テ
ー
マ
（
座
右
の
銘
）
が
出
て
く
る
。 

・ 

ど
ち
ら
も
自
分
の
経
験
と
そ
の
時
に
思
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。 

・ 

言
葉
を
き
っ
か
け
に
，
考
え
方
が
変
わ
っ
て
い
る
。 

・ 

常
体
で
書
か
れ
て
い
る
。 

 

（
感
想
） 

 
 

・ 

本
田
選
手
の
言
葉
か
ら
，
将
来
の
夢
を
ま
た
叶
え
た
い
と
思
え
た
と
こ
ろ
が
す
ご
い
。 

・ 

発
想
を
変
え
る
と
前
向
き
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
。 

 

（
ず
い
筆
の
よ
さ
・
お
も
し
ろ
さ
） 

 
 

・ 

経
験
を
通
し
て
，
自
分
の
考
え
を
伝
え
る 

 
 

・ 

自
分
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
，
説
得
力
が
あ
る
，
共
感
で
き
る 

  

テ
ー
マ
（
座
右
の
銘
） 

出
来
事
・
経
験 

 
 

＋ 
 

感
想
・
意
見 

 

  
 

〇 

「
座
右
の
銘
」
に
し
た
い
言
葉
を
集
め
よ
う 

        

ま
と
め 

 

・ 

ず
い
筆
は
，「
出
来
事
や
経
験
」
と
「
感
想
・
意
見
」
を
書
く
こ
と
で
，
自
分

ら
し
さ
を
伝
え
る
文
章
だ
と
分
か
っ
た
。 

 

・ 

「
大
切
に
し
た
い
言
葉
カ
ー
ド
」
か
ら
座
右
の
銘
を
選
ん
で
，
自
分
の
経
験
と

つ
な
げ
て
文
章
を
書
く
と
い
う
学
習
の
流
れ
だ
と
分
か
っ
た
。 

模
造
紙
を
掲
示
し
，「
大
切
に
し
た
い
言

葉
カ
ー
ド
」
を
貼
り
付
け
る 

ず
い
筆 

そ
の
人
ら
し
さ 

共
感 

説
得
力 

自分なりの 

見方や考え方 

自分なりの 

見方や考え方 

＝  

自分らしさ 

※
学
習
活
動
４
の
場
面
で

児
童
に
提
示
し
た
ス
ラ
イ

ド
資
料 

※
学
習
活
動
５
の
場
面
で

児
童
に
提
示
し
た
ス
ラ
イ

ド
資
料 
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〈第２時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 自分の経験を振り返って紹介する「座右の銘」を決め，自分にとっての言葉の意味（自分なりの

見方や考え方）を明確にすることができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

※ 本時は，Ｂ⑴アに基づいて学習状況を捉え指導を行うが，単元の目標としていないことから，「思

考・判断・表現」については本単元の評価には含めない。 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

思考・判断・表現 「書くこと」において，自分

の経験を振り返り，出来事やそ

のときの感想等，随筆に書くた

めの材料を集め，伝えたいこと

を明確にすることができる。 

座右の銘と自分の経験を結び付けて，ワー

クシートに①出来事や経験，②そのときの感

想や意見，③自分にとっての言葉の意味をそ

れぞれ書いている。 

主体的に学習に取り

組む態度 

座右の銘にしたい言葉に結び

付く自分の経験を想起し，進ん

で表現しようとしている。 

座右の銘にしたい言葉と結び付く自分の経

験を想起し，その経験について具体的な様子

を付箋に書き出そうとしている。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 単元のねらいや進め方を

捉える。 

〇 宮沢賢治の推敲原稿か

ら，推敲を重ねた理由や

推敲に必要な視点を考

え，学習で身に付ける力

を理解する。 

何のために 

・ 読んでいる人に分かりやすくする

ため。（相手意識） 

・ 自分の考えやイメージをきちんと

伝えるため。（目的意識） 

何を（どのようなことを） 

・ 誤字や脱字 

・ 内容の一貫性の確認 

・ よりよく伝わる表現の工夫 

（推敲に必要な観点） 

 

２ めあてを確認する。 

 

 

３ 座右の銘にしたい言葉に

つながる経験を想起し，随

筆に書く材料を集める。 

 

 

 

 

 

〇 推敲を身近に感じることができるよう

に，９月に学習した「やまなし」の作者で

ある宮沢賢治の推敲原稿をスライドで提

示する。 

〇 卒業文集の随筆を書くことを通して，①

目的や意図を確かめながら書く力②意図

を伝えるために観点をもって書き直す力

を付けることを児童と共有できるよう，活

動とねらいの関係を図式化して示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 座右の銘は，経験を思い出して考えを整

理する中で変わってもよいことを伝える。 

〇 座右の銘の候補を絞れない児童には，複

数の候補から，多くの経験と結び付く言葉

を選択するように促す。 

〇 座右の銘と経験が結び付けられるよう

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔主体的に学習に取り

組む態度〕 

Ｂ：座右の銘にしたい

言葉と結び付く自分

の経験を想起し，そ

の経験について具体

座右の銘と結び付く経験やそのときの感想を思い出し，伝えたいことを明確にしよう。 
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座右の銘「日々の積み重ねが自信をつ

くる」 

→メッセージ「継続することが大切」 

〇 秋の発表会で劇をしたときに声が

出なかったこと 

 ・ 家で何度も練習したつもりだっ

たが，リハーサルも本番も自信が

もてなかった 

 ・ 本番も堂々とできず「どうして」

と悲しかった 

 ・ せりふを覚えたところで満足し，

その後は練習をしなかったと気付

いた 

 ・ 花村さんは本番直前まで繰り返

し練習していたので，本番もいき

いきとした演技だった 

 

４ 経験と座右の銘にしたい

言葉の関係から，自分にと

っての言葉の意味（自分な

りの見方や考え方）を考え，

座右の銘を決める。 

 

〇 「日々の積み重ねが自信をつくる」 

・ この言葉と出会って，私の努力

は足りていなかったと気付いた 

・ この言葉のおかげで，自信がも

てるようになるまで練習するこ

とが大切だと気付いた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習を振り返り，

次時の学習を確認する。 

・ 「座右の銘」から伝わるメッセージ

を考えることで，経験を思い出しや

すくなった。 

・ 「座右の銘」と結び付く経験を思い

出し，そこから自分にとっての意味

を考えると，伝えたいことがはっき

りした。 

に，座右の銘から伝わるメッセージをワー

クシートに記入し，関連する経験を思い出

すように伝える。 

〇 自分の経験を詳しく思い出せるように

するために，ワークシートに観点を載せ

る。 

 

 

 

 

Ｃ：座右の銘と結び付く経験が思い付かない

児童には，言葉のどのようなところに惹か

れたのか，どのようなときに聞きたい言葉

だったのか等，個別に対応しながら経験を

引き出す。 

 

 

〇 振り返った経験を踏まえ，改めて自分に

とっての言葉の意味を考えられるように，

観点を提示して発想を促し，ワークシート

に書き加えさせる。 

 

 

 

 

 

〇 自分にとっての言葉の意味を考えた上

で，さらに思い出した経験や感想があれ

ば，付箋に書き加えるよう伝える。 

〇 自分にとっての言葉の意味が導き出せ

ている児童を適宜取り上げて発表させ，聞

いている児童に，書き方や着想のヒントを

与える。 

Ｃ：自分にとっての言葉の意味が導き出せな

い児童には，座右の銘を知ったことで起き

た気持ちの変化に着目して考えるように

促す。 

 

〇 次時は本時作成したワークシートを参

照しながら，構成メモを作成することを伝

える。 

的な様子を付箋に書

き出そうとしてい

る。（観察，ワークシ

ート，振り返りの記

述） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔思考・判断・表現〕 

Ｂ：ワークシートに①

出来事や経験，②そ

のときの感想や意

見，③自分にとって

の意味を書いてい

る。（①②ワークシー

トの付箋の記述，③

ワークシートの記

述） 

 

 

観点 

・ この言葉のおかげで 

・ この言葉で〇〇に気付けた 

・ あのとき，この言葉があれば 

・ これからは，この言葉を思い出して 

詳しく思い出すための観点 

・ 「いつ」「どこで」「誰と」「何を」「どのように」

「なぜ」 

・ 「見たこと」「行動」「会話」「感じたこと」 
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板
書
計
画 

第
二
時 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                      

 
大
切
に
し
た
い
言
葉 

 

め
あ
て 

 
 

 

座
右
の
銘
と
結
び
付
く
経
験
を
集
め
， 

伝
え
た
い
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
。 

 

 

〇 

ず
い
筆
に
書
く
材
料
を
集
め
よ
う
。 

                     

〇 

自
分
に
と
っ
て
の
言
葉
の
意
味
を
考
え
よ
う
。 

 
 

 

・ 

こ
の
言
葉
と
出
会
っ
て
，
わ
た
し
の
努
力
は
足
り
て
い
な
か
っ
た
と
気
付

い
た
。 

 
 

 

・ 

こ
の
言
葉
の
お
か
げ
で
，
自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
ま
で
練
習
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
気
付
い
た
。 

 

ふ
り
返
り 

 
 

 

・ 

「
座
右
の
銘
」
か
ら
伝
わ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
考
え
る
こ
と
で
，
経
験
を
思

い
出
し
や
す
く
な
っ
た
。 

 
 

 

・ 

「
座
右
の
銘
」
と
結
び
付
く
経
験
を
思
い
出
し
，
そ
こ
か
ら
自
分
に
と
っ

て
の
意
味
を
考
え
る
と
，
伝
え
た
い
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
と
分
か
っ
た
。 

 

前
時
で
模
造
紙
に
貼
っ
た
「
大
切

に
し
た
い
言
葉
カ
ー
ド
」
は
，
授

業
前
に
取
り
外
し
，
児
童
一
人
一

人
に
配
付
し
て
お
く
。 

こ
の
言
葉
で
〇
〇
に 

気
付
い
た 

あ
の
と
き
，
こ
の
言
葉

が
あ
れ
ば 

こ
の
言
葉
の
お
か
げ
で 

こ
れ
か
ら
は
，
こ
の
言

葉
を
思
い
出
し
て
， 

５
Ｗ
１
Ｈ
で
思
い
出
そ
う 

「
い
つ
」 

「
ど
こ
で
」 

「
誰
と
」 

「
何
を
」 

「
ど
の
よ
う
に
」 

「
な
ぜ
」 

作
文
四
つ
の
要
素 

「
見
た
こ
と
」 

「
行
動
」 

「
会
話
」 

「
感
じ
た
こ
と
」 

※
学
習
活
動
１
の
場
面
で

児
童
に
提
示
し
た
ス
ラ
イ

ド
資
料 
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〈第３時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 集めた材料を分類して整理し，座右の銘とそれに結び付く経験を伝えるための文章の構成を考え

ることができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

※ 本時は，Ｂ⑴イに基づいて学習状況を捉え指導を行うが，単元の目標としていないことから，本

単元の評価には含めない。 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

思考・判断・表現 「書くこと」において，

伝えたいことを明確にし

て，文章の構成を考えてい

る。 

伝えたいことを明確にして，文章のつながり

や配列を考えたり，総括する内容を位置付ける

箇所を考えたりして，構成メモを書いている。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時の学習を想起し，め

あてを確認する。 

 

 

 

 

 

２ 構成メモの書き方を知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 前時にワークシートに貼

った付箋を基に，随筆で取

り上げたい出来事や経験に

ついて整理し，構成メモを

作成する。 

構成の工夫について 

・ 自分にとっての言葉の意味を強調

して伝えたいので，「初め」と「終わ

り」の２回書こう。 

・ 伝えたい思いの後にそう感じた出

来事を書くことで説得力をもたせよ

う。 

〇 数名のワークシートを紹介し，前時考え

た「自分にとっての言葉の意味」をよりよ

く伝えることを目的に構成を考えること

を確認する。 

 

 

 

〇 構成メモ作成の見通しをもてるよう，作

成手順を明示する。 

 ① 事実と意見を分ける。 

② 一番伝えたいことを述べる部分を検

討する。（頭括・尾括・双括） 

③ 主張を支える理由や具体例を述べる

部分を検討する。 

〇 構成の違いによって意図の伝わり方が

変わることを実感できるよう，黒板に掲示

した構成メモのモデルを操作して児童に

示す。 

 

〇 出来事や経験と感想が分かれていない

付箋があれば，話の中心が明確になるよう

分けて書くことを伝える。 

Ｃ：考えに対してどの理由や具体例を選択す

ればよいか分からない児童には，付箋を入

れ替える操作を一緒に行い，意見の伝わり

方の違いを感じられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔思考・判断・表現〕 

Ｂ：伝えたいことを明

確にして，文章のつ

ながりや配列を考え

たり，総括する内容

を位置付ける箇所を

考えたりして，構成

メモを書いている。

（ワークシート・振

り返りカードの記

述） 

 

文章全体の構成を考え，構成メモを書こう。 



11 

 

 

・ 具体例を述べる部分をはじめにす

ることで，読む人の興味を引き付け

よう。 

 

４ グループで構成を見合

い，意見を伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

５ 友達の意見を受けて再度

構成メモを見直す。 

・ 出来事に対して感想を書いていな

いところがあるから書き加えよう。 

・ 友達のように，双括型にすると自

分が感じたことをもっと強調できそ

うだから，取り入れよう。 

 

６ 本時の学習を振り返りカ

ードに記入する。 

・ 事実と意見を分けて書くと書きた

いことが整理でき，伝えたいことが

さらにはっきりした。 

・ 「自分にとっての言葉の意味」をど

こに書くかで，文章の印象が変わる

ことが分かった。 

 

 

 

 

 

〇 構成をよりよくするための助言ができ

るよう，交流の視点を示す。 

 ① 出来事や経験と感想の書き分けがで

きているか。 

 ② 考えと理由のつながりはあるか。 

 ③ 自分の考えた構成との共通点や相違

点はどこか。 

 

〇 読み手を意識した随筆を書くという単

元のねらいを意識できるよう，助言を得た

点を中心に構成を検討するよう伝える。 

 

 

 

 

 

〇 構成メモを作成するときに，どのような

ことを考えて内容を選んだり順番を決め

たりしたのかについて振り返るように伝

える。 
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板
書
計
画 

第
三
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                       

自
分
な
り
の
見
方
・考
え
方 

 

大
切
に
し
た
い
言
葉 

め
あ
て 

 
 

 

文
章
全
体
の
構
成
を
考
え
，
構
成
メ
モ
を
書
こ
う
。 

 
 

 

自
分
に
と
っ
て
の
言
葉
の
意
味
（
自
分
な
り
の
見
方
や
考
え
方
）
＝
一
番
伝
え
た
い
こ
と 

教
材
文
で
一
番
伝
え
た
い
こ
と
は
？ 

 
 

 
 

〇 

自
分
の
努
力
が
足
り
な
か
っ
た
と
気
付
い
た
こ
と 

 
 

 
 

〇 

自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
ま
で
練
習
す
る
こ
と
が
大
切 

                         

ま
と
め 

 
 

 

・ 

出
来
事
や
経
験
と
感
想
を
分
け
て
書
く
と
書
き
た
い
こ
と
が
整
理
で
き
，
伝
え
た
い

こ
と
が
さ
ら
に
は
っ
き
り
し
た
。 

・ 

「
自
分
に
と
っ
て
の
言
葉
の
意
味
」
を
ど
こ
に
書
く
か
で
，
文
章
の
印
象
が
変
わ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。 

 

練
習
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
け

ど
，
足
り
な
か
っ
た
と
気
付
い
た 

 

花
村
さ
ん
は
，
休
憩
時
間
や
放

課
後
も
練
習
を
し
て
い
た 

 

花
村
さ
ん
の
こ
と
が
う
ら
や
ま
し

か
っ
た 

 

同
じ
場
面
の
登
場
人
物
を
演
じ

た
花
村
さ
ん
は
い
き
い
き
と
演
技

し
て
い
た 

 

秋
の
発
表
会
で
劇
を
し
た
こ
と 

 

せ
り
ふ
の
多
い
役
に
な
り
家
で

何
度
も
練
習
し
た 

 

リ
ハ
ー
サ
ル
も
本
番
も
自
信
が

な
く
，
小
さ
い
声
に
な
っ
た 

 

「
ど
う
し
て
堂
々
と
演
じ
ら
れ
な

い
ん
だ
ろ
う
。」
と
悲
し
く
な
っ
た 

 

よ
く
考
え
る
と
，
せ
り
ふ
を
覚

え
た
後
は
，
練
習
を
す
る
の
を
止

め
て
し
ま
っ
て
い
た 

 

自
信
が
も
て
る
よ
う
に
な
る
ま

で
練
習
す
る
こ
と
が
大
切
だ 

引
用 

自
分
に
と
っ
て
の
言
葉
の
意
味 

出
来
事 

感
想 

構
成
の
型 

〇 

尾
括
型 

〇 

双
括
型 

〇 

頭
括
型 

経
験
① 

 

経
験
② 

経
験
③ 
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〈第４・５時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 目的や意図に応じた表現になるよう，語や語句を工夫して下書きをすることができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

※ 本時は，Ｂ⑴ウに基づいて学習状況を捉え指導を行うが，単元の目標としていないことから，「思

考・判断・表現」については本単元の評価には含めない。 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

知識・技能 語感や言葉の使い方に対

する感覚を意識して，適切

な語や語句を使っている。 

構成メモを基にして，書く目的に応じた文末

表現を考え，下書きをしている。 

思考・判断・表現 「書くこと」において，

目的や意図に応じて，出来

事や経験と感想とを区別し

て書くなど，自分の考えが

伝わるように書き表し方を

工夫している。 

自分の考えを伝えるために，座右の銘に結び

付く出来事や経験と感想を分けたり，出来事や

経験と感想，考えの関係を説明したりして下書

きをしている。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時の学習を想起し，め

あてを確認する。 

 

 

 

 

２ 構成メモを基に，「表現と

意図ぴったりシート」に下

書きをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 数名の振り返りを書いたワークシート

を紹介し，前時考えた構成メモを基に，下

書きをすることを確認する。 

 

 

 

〇 随筆の構成が想起できるように，前時ま

での学習内容をまとめた資料を教室横に

掲示する。 

〇 文章全体の目的や意図を意識して下書

きをしたり，推敲をしたりする活動につな

げるために，「表現と意図ぴったりシート」

に目的と意図を記入する。 

Ｃ：書き出せない児童には，モデル文や教材

文の書き出しを参考にするように声を掛

ける。 

〇 文章全体の目的や意図に応じた下書き

になるよう，「表現と意図ぴったりシート」

に記入した目的を随時確かめるように促

す。 

その際，「伝える相手にふさわしい文体

か」「出来事や経験は自分にとっての言葉

の意味を説明しているか」「自分にとって

の言葉の意味が明確になるよう，出来事や

経験と感想，意見を分けて書いているか」

を振り返りの観点として示す。 

Ｃ：出来事や経験と自分にとっての言葉の意

 

 

 

 

 

 

〔思考・判断・表現〕 

Ｂ：自分の考えを伝え

るために，座右の銘

に結び付く出来事や

経験と感想を分けた

り，出来事や経験と

感想，考えの関係を

説明したりして下書

きをしている。（表現

と意図ぴったりシー

ト，振り返りの記述） 

 

〔知識・技能〕 

Ｂ：構成メモを基にし

て，書く目的に応じ

た文末表現を考え，

下書きをしている

（表現と意図ぴった

りシート，振り返り

の記述） 

 

下書きをして，自分が書こうとした意図を確かめよう。 
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４ 下書き記述時に考えてい

た意図の具体を「表現と意

図ぴったりシート」に書く。 

・ この部分で伝えたかった「くやし

さ」は，劇に向けて自信がもてず，本

番でも全力が出せなかった自分への

いらいらだ。 

・ この部分で伝えたかった「悲しさ」

は，自分の夢を叶えるのは無理だと

思い，友達に反論できなかった自分

にがっかりした「悲しさ」だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の学習を振り返る。 

・ 目的や意図を確かめながら書くこ

とで，伝えたいことを意識できると

分かった。 

・ 文末表現を変えることで，読む人

の感じ方が変わると分かった。 

・ 自分の気持ちを下書きの後にもう

一度考えることで，そのように感じ

た理由を見付けることができた。 

 

味との関係を説明できていない児童には，

主張（考え），根拠（経験），理由（経験か

ら感じたこと）の関係を図示し，理由を言

語化するよう促す。 

 

〇 意図の書き方の見通しをもてるよう，

「すいすい推敲シート」を活用した作成手

順のモデルを示す。 

 ① 自分の書いた「表現と意図ぴったりシ

ート」の下書きを読み返し，心情の記述

に印を付ける。 

② 印を付けた気持ち（うれしい，悔しい

等）について，「すいすい推敲シート」の

例を参照し，下書き記述時に考えていた

意図の具体を書く。 

③ 新たに記入した意図の具体と下書き

の心情の記述にズレがないかを確かめ

る。 

〇 記述時に考えていた意図の具体が書け

ない児童には，考えのきっかけとなる型を

複数示す。また，構成メモの出来事や経験

について聞き取り，そのときの気持ちを引

き出す。 

 

 

 

〇 次時は，下書きと意図を比べて，適切な

表現になるように書き直しをすることを

伝える。 

 

 

 

・ 「この部分で感じた（気持ち）は，…」 

・ 「どんな（気持ち）だったかというと，…」 
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板
書
計
画 

第
四
・
五
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                      

自
分
な
り
の
見
方
・考
え
方 

 
大
切
に
し
た
い
言
葉 

め
あ
て 

 
 

 

下
書
き
を
し
て
，
自
分
が
書
こ
う
と
し
た
意
図
を
確
か
め
よ
う
。 

 

 
 

目
的
…
卒
業
文
集
の
た
め
に
，
座
右
の
銘
を
テ
ー
マ
に
随
筆
を
書
く 

 
 

意
図
…
（
構
成
メ
モ
に
書
い
た
「
一
番
伝
え
た
い
こ
と
」
を
書
く
） 

                          

ま
と
め ・ 

目
的
や
意
図
を
確
か
め
な
が
ら
書
く
こ
と
で
，
伝
え
た
い
こ
と
を
意
識
で
き
る
と
分
か

っ
た
。 

・ 

文
末
表
現
を
変
え
る
こ
と
で
，
読
む
人
の
感
じ
方
が
変
わ
る
と
分
か
っ
た
。 

・ 

自
分
の
気
持
ち
を
下
書
き
の
後
に
も
う
一
度
考
え
る
こ
と
で
，
そ
の
よ
う
に
感
じ
た
理

由
を
見
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

３
【
書
こ
う
と
し
た
意
図
（
下
書
き
記
述
時
に
考
え
て
い
た
意
図
）
の
書
き
方
】 

 

① 

「
表
現
と
意
図
ぴ
っ
た
り
シ
ー
ト
」
に
書
い
た
下
書
き
を
読
み
返
し
， 

気
持
ち
の
部
分
に
印
を
つ
け
る
。 

 

② 

印
を
つ
け
た
気
持
ち
に
つ
い
て
，「
す
い
す
い
推
敲
シ
ー
ト
」
の
例
を 

見
な
が
ら
，
意
図
を
具
体
的
に
書
く
。 

 

③ 

具
体
的
に
な
っ
た
意
図
と
下
書
き
が
ズ
レ
て
い
な
い
か
ど
う
か 

確
か
め
る
。 

 

こ
の
部
分
で
伝
え
た
か

っ
た
「
悔
し
さ
」
は
，
劇

に
向
け
て
自
信
が
も
て
ず

本
番
で
も
全
力
が
出
せ
な

か
っ
た
自
分
へ
の
い
ら
い

ら
だ
。 

 

こ
の
部
分
で
伝
え
た
か

っ
た
「
悲
し
さ
」
は
，
自

分
の
夢
を
か
な
え
る
の
は

無
理
だ
と
思
い
，
友
達
に

反
論
で
き
な
か
っ
た
自
分

に
が
っ
か
り
し
た
悲
し
さ

だ
。 

 

こ
の
段
落
で
伝
え
た
か

っ
た
「
心
の
広
さ
」
は
，

い
つ
で
も
祖
母
が
私
た
ち

の
こ
と
を
受
け
入
れ
て
く

れ
る
や
さ
し
さ
の
こ
と

だ
。 

１ 

２ 

３ 

４ 
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〈第６時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 意図がより明確に読み手に伝わるように表現を吟味し，文や文章を書き直すことができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

思考・判断・表現 「書くこと」において，

目的や意図に応じた適切な

表現になっているかを吟味

し，文や文章を書き直して

いる。 

下書き記述時の意図に対して，下書きが適切

な表現になっているかを吟味し，文や文章を書

き直している。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時の学習を想起し，め

あてを確認する。 

 

 

 

 

２ 推敲の観点と書き直し方

を確認する。 

・ ○強意図は「うらやましい」と書い

てあるけれど，「いいなと思った」が

意図に対応していないと感じたから

（「いいなと思った」のところを「う

らやましいと思った」に変えた）。 

・ ○分家での練習について詳しく書く

ことで，練習したつもりなのになく

ならない「不安」を説明できると思っ

たから。 

・ ○強「悲しい」という表現を「情け

ない」に変えると，努力したことがむ

だになったという意図がより伝わる

と思ったから。 

 

３ 「表現と意図ぴったりシ

ート」に書いた下書きを，

「すいすい推敲シート」の

観点に沿って書き直す。 

 

 

 

 

 

 

 

〇 数名の振り返りを書いたワークシート

を紹介し，前時考えた下書きを基に，推敲

することを確認する。 

 

 

 

〇 推敲の観点を確認できるよう，学級全体

で「すいすい推敲シート」に沿ってモデル

文を書き直す。 

 

 

 

 

 

〇 どの観点を用いたのかを意識できるよ

う，書き直す際には「表現と意図ぴったり

シート」に○分・○強の記号と，書き直した

理由を書くように伝える。 

 

 

 

 

〇 意図を伝えられる表現を吟味できるよ

う，国語辞典や類語辞典，教科書巻末にあ

る「言葉の宝箱」にある言葉を紹介する。

（○強） 

〇 意図の伝わる出来事や経験が書けてい

るかを確認できるよう，友達と助言しあっ

てもよいことを伝える（○分）。 

〇 書き直し方の具体がイメージできるよ

う，効果的な書き直しをしている児童を取

り上げて，書き直した理由を適宜説明させ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔思考・判断・表現〕 

Ｂ：下書き記述時の意

図に対して，下書き

が適切な表現になっ

ているかを吟味し，

文や文章を書き直し

ている。（表現と意図

ぴったりシート，振

り返りの記述） 

 

 

下書きを読み返し，読み手に意図が伝わるように文章を書き直そう。 

観点 

① もっと正しく（意図の明確化）【前時】 

② もっと分かりやすく（意図と経験のつながり） 

③ もっと強く（よりよい表現の工夫） 
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４ 本時の学習を振り返る。 

・ 「すいすい推敲シート」を使うこと

で，相手に意図を伝えるためには中

心になる経験をくわしくすることが

大切だと分かった。 

・ 意図と対応するように表現を考え

ることで，伝えたいことがよりはっ

きりした。 

・ 言葉をいろいろ言い換えること

で，意図にぴったりした表現を見付

けることができた。 

〇 書き直すことでよりよい表現になった

ことを実感できるよう，書き直す前の文章

は消さずに残し，「表現と意図ぴったりシ

ート」下段に書き直した理由を書くよう指

示する。 

Ｃ：どこを書き直せばよいか分からない児童

には，意図と表現を比較して，線を引いた

下書きの心情と意図に書いた心情にズレ

がないかを改めて確認するように促す。 

 

〇 次時は，グループ内で相互推敲すること

で，さらに適切な表現になるように書き直

しをすることを伝える。 
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板
書
計
画 

第
六
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                     

自
分
な
り
の
見
方
・考
え
方 

 
大
切
に
し
た
い
言
葉 

 

め
あ
て 

 
 

 

下
書
き
を
読
み
返
し
，
読
み
手
に
意
図
が
伝
わ
る
よ
う
に
文
章
を
書
き
直
そ
う
。 

      

〈
モ
デ
ル
文
で
の
推
敲
〉 

  
○分 
家
で
の
練
習
に
つ
い
て
詳
し
く

書
く
こ
と
で
，
練
習
し
た
つ
も
り

な
の
に
な
く
な
ら
な
い
「
不
安
」

を
説
明
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
。 

 

○強 

「
悲
し
い
」
と
い
う
表
現
を

「
情
け
な
い
」
に
変
え
る
と
，
努

力
し
た
こ
と
が
む
だ
に
な
っ
た
と

い
う
意
図
が
よ
り
伝
わ
る
と
思
っ

た
か
ら
。 

 

○正 

意
図
に
「
う
ら
や
ま
し
い
」
と

書
い
て
あ
る
け
れ
ど 

「
い
い
な
と
思
っ
た
」
が
意
図
に
対

応
し
て
い
な
い
と
感
じ
た
か
ら
。 

  

ま
と
め ・ 

「
す
い
す
い
推
敲
シ
ー
ト
」
を
使
う
こ
と
で
，
相
手
に
意
図
を
伝
え
る
た
め
に
は
，
中

心
に
な
る
経
験
を
詳
し
く
説
明
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
っ
た
。 

・ 

意
図
と
対
応
す
る
よ
う
に
表
現
を
考
え
る
こ
と
で
，
伝
え
た
い
こ
と
が
よ
り
は
っ
き
り

し
た
。 

・ 

言
葉
を
い
ろ
い
ろ
言
い
換
え
る
こ
と
で
，
意
図
に
ぴ
っ
た
り
し
た
表
現
を
見
付
け
る
こ

と
が
で
き
た
。 

推
敲
の
観
点
（
す
い
す
い
推
敲
シ
ー
ト
） 

・ 

も
っ
と
正
し
く 

 
 

（
意
図
の
明
確
化
） 

・ 

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
（
意
図
と
経
験
の
つ
な
が
り
） 

・ 

も
っ
と
強
く 

 
 

 
（
よ
り
よ
い
表
現
の
工
夫
） 
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〈第７時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ グループで意図と表現の関係を説明し合い，相互に推敲する活動を通して，自分の考えが伝わる

かどうかを確かめ，適切な表現に書き直すことができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

思考・判断・表現 「書くこと」において，

目的や意図に応じた適切な

表現になっているかを吟味

し，文や文章を書き直して

いる。 

下書き記述時の意図に対して，下書きが適切

な表現になっているかを吟味し，文や文章を書

き直している。 

主体的に学習に取り

組む態度 

座右の銘を紹介する文章

を書く際に，目的や意図に

応じた表現になっているか

を粘り強く吟味し，文章を

書き直そうとしている。 

推敲の観点を基に，下書きが目的や意図に応

じた表現になっているかを粘り強く吟味して，

文章を書き直そうとしている。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時の学習を想起し，め

あてを確認する。 

 

 

 

 

 

２ 「表現と意図ぴったりシ

ート」に書いた下書きを，

「すいすい推敲シート」の

観点に沿って読み，気付い

たことを助言し合う。 

○分  出来事と感想の文がきちんと分

かれていないので，気持ちの変化が

分かりにくかった。もう少し文を短

くするとよいと思う。 

○強  意図に「友達に負けたこと」と書

いてあったから，「悲しい」と書くよ

り「くやしい」と書くことで気持ちが

より伝わると思う。 

○分  自分の経験を書くとき，そのとき

の会話や周りの様子の描写があった

から分かりやすかった。 

○強  「頬を赤らめた」という表現が，

はずかしい気持ちをよく表している

と思ったので，わたしも使ってみた

くなった。 

〇 振り返りを書いたワークシートから，観

点を基に推敲するよさを述べたものを紹

介し，本時はより相手意識をもって書き直

せるように相互推敲することを確認する。 

 

 

 

〇 観点に沿った推敲となるよう，すいすい

推敲シートを全体で確認する。 

 

 

 

 

 

〇 グループで意図に応じて助言し合える

よう，文章を読む際には下書きだけでな

く，記述時の意図を同時に読むことを伝え

る。 

〇 児童自身の下書きと友達からの助言が

混ざらないよう，助言を付箋に書き込んで

「表現と意図ぴったりシート」に貼る。 

〇 観点を基に助言できるよう，助言を書き

込む付箋にどの観点についての助言なの

か，○正・○分・○強の記号で示し，理由も書

き加えることを確認する。 

〇 相手の文章を共感的に受け止め，建設的

に助言できるよう，読みにくさや分かりに

 

 

 

 

 

 

 

〔思考・判断・表現〕 

Ｂ：下書き記述時の意

図に対して，下書き

が適切な表現になっ

ているかを吟味し，

文や文章を書き直し

ている。（表現と意図

ぴったりシート，振

り返りの記述） 

 

〔主体的に学習に取り

組む態度〕 

Ｂ：推敲の観点を基に，

下書きが目的や意図

に応じた表現になっ

ているかを粘り強く

吟味して，文章を書

き直そうとしてい

る。 

 

下書きを互いに読んで助言し合い，適切な表現に書き直そう。 

観点 

① もっと正しく（意図の明確化） 

② もっと分かりやすく（意図と経験のつながり） 

③ もっと強く（よりよい表現の工夫） 
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３ 友達の助言を基に，個人

で下書きを推敲する。 

 

 

 

４ 本時の学習を振り返る。 

・ 自分が読み返したときには気にな

らなかった部分を友達から教えても

らい，表現を吟味して書き直すこと

ができた。 

・ 実際に読んでもらうことで，相手

がどう感じるかを考えながら書き直

すことができた。 

・ 自分の伝えたいことをはっきりと

伝えるためには，経験を具体的にす

ることと，読んでいる人に分かりや

すい言葉を使うことが大切だと分か

った。 

 

くさ等の改善点だけでなく，自分も真似し

たいと思える部分等，文章の良さも見付け

させる。 

Ｃ：友達の文章のどこに着目して見ればよい

か分からない児童には，「すいすい推敲シ

ート」や前時に使用したモデル文を提示

し，表現と意図のズレに着目させる。また，

「どうしてその気持ちになったのかが，分

かりにくかった」「どんな気持ちだったの

か，くわしく書いてほしい」等，付箋に書

く表現の型を示す。 

 

〇 相手意識をもって書き直すよさを実感

できるよう，友達からの助言を受けて書き

直す部分は，付箋に記入して「表現と意図

ぴったりシート」に貼り付ける。 

 

〇 次時は，書き直した下書きを基に清書を

することを伝える。 
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板
書
計
画 

第
七
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                       

自
分
な
り
の
見
方
・考
え
方 

 
大
切
に
し
た
い
言
葉 

め
あ
て 

 
 

 

下
書
き
を
互
い
に
読
ん
で
助
言
し
合
い
，
適
切
な
表
現
に
書
き
直
そ
う
。 

                          

ま
と
め ・ 

自
分
が
読
み
返
し
た
と
き
に
は
気
に
な
ら
な
か
っ
た
部
分
を
友
達
か
ら
教
え
て
も
ら
い
，

表
現
を
吟
味
し
て
書
き
直
す
こ
と
が
で
き
た
。 

・ 

実
際
に
読
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
，
相
手
が
ど
う
感
じ
る
か
を
考
え
な
が
ら
書
き
直
す
こ
と

が
で
き
た
。 

・ 

自
分
の
伝
え
た
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
伝
え
る
た
め
に
は
，
経
験
を
具
体
的
に
す
る
こ
と

と
，
読
ん
で
い
る
人
に
分
か
り
や
す
い
言
葉
を
使
う
こ
と
が
大
切
だ
と
分
か
っ
た
。 

 
何
度
も
練
習
し
て
セ
リ
フ

を
覚
え
た
の
に
，
ど
う
し
て
も

自
信
が
も
て
ず
不
安
な
ま
ま

本
番
を
む
か
え
た
。 

 

推
敲
の
観
点
（
す
い
す
い
推
敲
シ
ー
ト
） 

・ 

も
っ
と
正
し
く 

 
 

（
意
図
の
明
確
化
） 

・ 

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
（
意
図
と
経
験
の
つ
な
が
り
） 

・ 

も
っ
と
強
く 

 
 

 
（
よ
り
よ
い
表
現
の
工
夫
） 

※
友
達
か
ら
の
助
言
を
受
け
，

自
分
で
書
き
直
し
た
表
現
を
記

入
し
た
付
箋 
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８〈第８時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 推敲の観点によって検討した表現の工夫を踏まえながら，随筆を清書することができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

知識・技能 語感や言葉の使い方に対

する感覚を意識して，語や

語句を使っている。 

書き直した言葉や文，文章が，目的や意図に応

じた表現になるように清書をしている。 

思考・判断・表現 「書くこと」において，

目的や意図に応じた適切な

表現となっているかを吟味

し，文や文章を書き直して

いる。 

推敲の観点を基に，自分の伝えたいことが明

確になるように表現を吟味している。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時の学習を想起し，め

あてを確認する。 

 

 

 

 

 

２ 随筆を原稿用紙に清書す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本時の学習を振り返る。 

・ 推敲の観点を確認しながら書くこ

とで，より意図にぴったりする言葉

〇 振り返りを書いたワークシートから，相

手意識をもって書き直すことのよさを述

べたものを紹介し，本時は目的や意図を確

かめながら随筆を清書することを確認す

る。 

 

 

〇 表現を確かめながら清書できるよう，前

時に書いた下書きの中から，「経験と意図

のつながりの悪さ」等，多かった課題を紹

介する。また，「表現と意図ぴったりシー

ト」で，改めて意図と表現の関係を確かめ

るように促す。 

〇 繰り返し推敲することでよりよい文章

にすることができるよう，清書中であって

も意図に応じた表現を思い付いたときに

は，これまでの書き直しにこだわらず積極

的に取り入れるよう伝える。 

〇 言葉や文，文章が適切に使えているかや

リズムを確かめるために，清書をする前に

下書きを音読する。 

Ｃ：前時までに書いた下書きを原稿用紙に書

き写すだけにとどまっている児童には，具

体的に書き直す余地のある箇所を示し，自

分の文章を改めて読む必要性を感じさせ

る。 

 

〇 次時は，清書した随筆をお互いに読み，

感想を伝え合うことを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

〔知識・技能〕 

Ｂ：書き直した言葉や

文，文章が，目的や意

図に応じた表現にな

るように清書をして

いる。（音読での態

度，清書をした原稿

用紙の記述，振り返

りの記述） 

 

〔思考・判断・表現〕 

Ｂ：推敲の観点を基に，

自分の伝えたいこと

が明確になるように

表現を吟味してい

る。（原稿用紙の記

述，振り返りの記述） 

 

 

 

 

推敲したことを生かして，ずい筆を清書しよう。 
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を見付けることができた。 

・ 推敲しながら清書をすることで，

今までの学習では気付かなかった意

図と表現とのズレに気付くことがで

きた。 
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板
書
計
画 

第
八
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                       

自
分
な
り
の
見
方
・考
え
方 

 
大
切
に
し
た
い
言
葉 

 

め
あ
て 

 
 

 

推
敲
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
，
ず
い
筆
を
清
書
し
よ
う
。 

            

〈
清
書
の
流
れ
〉 

１
．
下
書
き
の
音
読 

２
．
推
敲
し
な
が
ら
清
書 

 

        

ま
と
め ・ 

推
敲
の
観
点
を
確
認
し
な
が
ら
書
く
こ
と
で
，
よ
り
意
図
に
ぴ
っ
た
り
す
る
言
葉
を
見

付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。 

・ 

推
敲
し
な
が
ら
清
書
を
す
る
こ
と
で
，
今
ま
で
の
学
習
で
は
気
付
か
な
か
っ
た
表
現
と

意
図
の
ズ
レ
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。 

前
時
に
書
い
た
下
書
き
の
中
か
ら 

多
か
っ
た
課
題
を
紹
介 

推
敲
の
観
点
（
す
い
す
い
推
敲
シ
ー
ト
） 

・ 

も
っ
と
正
し
く 

 
 

（
意
図
の
明
確
化
） 

・ 

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
（
意
図
と
経
験
の
つ
な
が
り
） 

・ 

も
っ
と
強
く 

 
 

 

（
よ
り
よ
い
表
現
の
工
夫
） 

○分 
 ・ 

経
験
と
意
図
の
つ
な
が
り
の
悪
さ 

 
 

（
経
験
過
多
，
経
験
の
説
明
不
足
） 

・ 

意
図
と
つ
な
が
り
の
悪
い
経
験 

・ 

事
実
と
感
想
が
一
文
に
混
在 

○強 

・ 

難
解
な
表
現
を
多
用 

・ 

不
適
切
な
表
現 

・ 

心
情
の
重
複 
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〈第９時〉 

⑴ 本時の目標 

 ○ 推敲の観点を基に，互いの随筆に対する感想を友達に伝え合い，自分の文章のよいところに気付

くことができる。 

 

⑵ 本時の評価規準 

※ 本時は，Ｂ⑴カに基づいて学習状況を捉え指導を行うが，単元の目標としていないことから，本単

元の評価には含めない。 

 

⑶ 本時の学習過程 

観点 評価規準 具体的な児童の姿 

思考・判断・表現 「書くこと」において，

文章全体の構成や展開が明

確になっているかなど，文

章に対する感想や意見を伝

え合い，自分の文章のよい

ところを見付けている。 

推敲の観点を基に随筆の感想を友達と伝え合

い，自分の随筆のよいところに気付き，ワーク

シートに書いている。 

学習活動 
指導上の留意事項 

（Ｃ：配慮を要する児童への支援） 
評価規準・評価方法 

１ 前時の学習を想起し，め

あてを確認する。 

 

 

 

 

 

２ 友達と随筆を読み合い，

グループで感想を伝え合

う。 

・ 「吹っ切れた」という表現から，

これまで悩んでいた〇〇さんの気持

ちが大きく変化したことがよく伝わ

ってきた。わたしももっと表現を工

夫したいと思った。 

・ テストで高い得点が取れなかった

経験について，気持ちや様子を具体

的に書いてあるから，読んでいて共

感できた。 

 

３ 自分が書いた随筆のよさ

について振り返る。 

・ 類語辞典で調べて自分の気持ちに

ぴったりした表現に書き直したとこ

ろが，読み手を引き付ける文章にな

った。 

・ 経験と意図がぴったりしているか

を確かめて，気持ちを詳しく書いた

ところは，分かりやすいと言っても

〇 振り返りを書いたワークシートから，

推敲の観点を意識しながら清書をするこ

とのよさを述べたものを紹介し，本時は

互いの文章を読み合い，推敲した文章の

よさを伝え合うことを確認する。 

 

 

〇 目的や意図に応じた表現に着目するこ

とができるよう，これまでの推敲の観点

を確認し，観点を基にして感想を付箋に

記入するよう指示する。その際，視点を

明示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 書き直した文章のよさを確かめるため

に，初稿の下書きを配付して清書と比較

させ，書き直したことで「より正しく」

「より分かりやすく」「より強く」なった

ところに線を引かせる。また，「すいすい

推敲シート」を参照させ，どの観点が特

に文章の改善につながったのかを確認さ

せる。 

Ｃ：書き直した文章のよさを見付けられな

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔思考・判断・表現〕 

Ｂ：推敲の観点を基に

随筆の感想を友達と

伝え合い，自分の随

筆のよいところに気

付き，ワークシート

に書いている。（ワ

ークシートの記述） 

 

完成したずい筆を読んで感想を伝え合い，自分の文章のよさを見付けよう。 

① 推敲の観点を基に，内容や表現
が工夫してあるか 

② 工夫によってどのような効果を
感じたか 

③ 自分の文章との共通点や相違点
はあるか 
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らえた。 

 

 

 

 

４ 単元を通して学んだこと

を振り返る。 

目的や意図を確かめながら書く力 

・ 自分の意図を何度も確かめること

で，文章を書くときに本当に言いた

かったことを考えるようになったと

思う。 

・ 目的や相手を常に意識して書くこ

とで，伝えたいことからズレずに文

章を書くことができた。 

 

意図を伝えるために観点をもって書

き直す力 

・ 今までは，漢字や言葉の間違いを

見直せばよいと思っていたけれど，

自分の意図が伝わっているかどうか

を確かめることが大切だと気付い

た。 

 

い児童には，よさに気付けるよう友達か

らもらった付箋を改めて読ませたり，表

現の変容が見られる箇所を教師が示した

りする。 

 

〇 学習内容を確かめられるよう，単元の

学習計画や身に付けてほしい力を改めて

提示する。 
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板
書
計
画 

第
九
時 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                         
大
切
に
し
た
い
言
葉 

 

め
あ
て 

 
 

 

完
成
し
た
ず
い
筆
を
読
ん
で
感
想
を
伝
え
合
い
， 

自
分
の
文
章
の
よ
さ
を
見
つ
け
よ
う
。 

              

〈
自
分
の
文
章
の
よ
さ
〉 

・ 

類
語
辞
典
で
調
べ
て
自
分
の
気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
し
た
表
現
に
書
き
直

し
た
と
こ
ろ
が
，
読
み
手
を
引
き
付
け
る
文
章
に
な
っ
た
。 

・ 

経
験
と
意
図
が
ぴ
っ
た
り
し
て
い
る
か
を
確
か
め
て
，
気
持
ち
を
詳
し

く
書
い
た
と
こ
ろ
は
，
分
か
り
や
す
い
と
言
っ
て
も
ら
え
た
。 

  

目
的
や
意
図
を
確
か
め
な
が
ら
書
く
力 

・ 

自
分
の
意
図
を
何
度
も
確
か
め
る
こ
と
で
，
文
章
を
書
く
と
き
に
本
当

に
言
い
た
か
っ
た
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
う
。 

・ 

目
的
や
相
手
を
常
に
意
識
し
て
書
く
こ
と
で
，
伝
え
た
い
こ
と
か
ら
ズ

レ
ず
に
文
章
を
書
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 

意
図
を
伝
え
る
た
め
に
観
点
を
も
っ
て
書
き
直
す
力 

・ 

今
ま
で
は
，
漢
字
や
言
葉
の
間
違
い
を
見
直
せ
ば
よ
い
と
思
っ
て
い
た

け
れ
ど
，
自
分
の
意
図
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
が

大
切
だ
と
気
付
い
た
。 

交
流
す
る
と
き
の
視
点 

 

① 

推
敲
の
観
点
を
基
に
，
内
容
や
表
現
が
工
夫
し
て
あ
る
か 

② 

工
夫
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
を
感
じ
た
か 

③ 

自
分
の
文
章
と
の
共
通
点
や
相
違
点
は
あ
る
か 

※
学
習
活
動
４
の
場
面
で

児
童
に
提
示
し
た
ス
ラ
イ

ド
資
料 

推
敲
の
観
点
（
す
い
す
い
推
敲
シ
ー
ト
） 

・ 

も
っ
と
正
し
く 

 
 

（
意
図
の
明
確
化
） 

・ 

も
っ
と
分
か
り
や
す
く
（
意
図
と
経
験
の
つ
な
が
り
） 

・ 

も
っ
と
強
く 

 
 

 

（
よ
り
よ
い
表
現
の
工
夫
） 


